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○理念・目標 

【理念】 

  生命と個人の尊厳を重んじ，質の高い医療を提供するとともに，

人間性豊かな医療人を育成します 

【目標】 

 ・患者本位の安全で安心できる医療を提供します 

・豊かな人間性と高い倫理性を備えた質の高い医療人を育成します 

 ・研究成果を反映した高度で先進的な医療を実践します 

・地域連携を推進するとともに地域の医療水準の向上に貢献します 

 ・病院運営の適正化と効率化を促進します 

 

○病院概要 

 所  在  地 ： 新潟市中央区旭町通１番町 754 番地  

開    院 ： 平成１５年１０月 

診 療 科 数 ： ３３診療科（医科２９科，歯科４科） 

病  床  数 ： ８２５床（稼働率 ８９．５９％） 

外来患者数 ： ２，２６２名（１日平均） 

入院患者数 ：   ７３９名（１日平均） 

手 術 件 数 ： ７，０３５件（ 年 間 ） 

 ※平成 25 年の実績データです。 

 

 

 

 

  

平成 15 年 10 月 1 日に，医学と歯学の両面からの緊密な連携による全

人的医療の充実と，今後の医療ニーズと多くの課題に的確に対応するこ
とを目指し，医学部附属病院と歯学部附属病院が統合しました。  

新潟医歯学総合病院とは 
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○施設概要 

敷地面積： 74,642 ㎡ 

建築面積：  19,597 ㎡ 

延床面積： 108,195 ㎡ 

構  造： 病棟（鉄骨造 地下１階地上１２階建） 

      外来診療棟（鉄筋コンクリート造 地下１階地上７階建） 

      中央診療棟（鉄筋コンクリート造 地下１階地上５階建） 

      その他（鉄筋コンクリート造） 

      ※外来診療棟，中央診療棟は免震構造です。 

  

外観図 
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○再開発の経緯 

平成 4 年 1 月 将来計画委員会を開催 

        「旭町地区再開発整備計画策定について」合意 

 

      5 年 2 月 「旭町キャンパスの再開発整備計画基本構想（案）」

を作成 
 

      5 年 5 月 旭町地区将来計画委員会を設置 
 

6 年 3 月 施設整備委員会において「旭町団地再開発ゾーニ

ング計画」決定 
 

6 年 3 月 評議会において「旭町地区再開発の施設整備基本

方針」決定  
 

      7 年 8 月 「医学部附属病院再開発整備計画」文部省了承 
 

      9 年 9 月 「新潟大学医学部附属病院施設長期計画」 

国立学校施設計画連絡協議会了承 
 

     10 年 3 月 医学部附属病院病棟Ⅰ期着工  (H12 年 10 月完成) 

 

     15 年 3 月 医学部附属病院病棟Ⅱ期着工    (H17 年 8 月完成) 

 

     19 年 1 月 医歯学総合病院中央診療棟着工 (H21 年 4 月完成) 

 

     22 年 1 月 医歯学総合病院外来診療棟着工 (H24 年 4 月完成) 

 

 

 

平成 2４年 11 月 外来診療棟が開院し 15 年にわたる 

再開発整備が完了しました。 
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○再開発整備経過 
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○再開発計画の基本方針 

 先端的医療環境を構築し，地域医療に貢献する。 

これを実現するため，次の方針により現状の施設の問題点を改善，
整備する。 

 

◇患者のための病院環境づくり 

 ・施設・設備を集中化し，患者や医療スタッフの動線の最適化 

 ・患者のためのアメニティ空間を整備 

 

◇高度先進医療の実践をサポートする高機能病院 

 ・地域における救急医療の使命を果たすことを目的とした，高次

救命・災害治療センターの設置への対応 

 ・自家発電設備のピークカットの採用により契約電力を抑制 

 ・中央監視設備の終日により最適制御及び予防保全の徹底 

 

◇教育環境の充実 

 ・施設・設備を集中化し，患者や医療スタッフの動線の最適化 

 ・卒後臨床医のためのスペースを確保 

 

◇災害対応の充実 

 ・災害時における救急医療スペースを整備 

 ・免震構造の採用（地震時の安全対策） 

 ・自家発電設備の充実 

 ・井水利用による生活用水の確保 

 ・特高受変電設備の２回線受電による信頼性の向上 
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○再開発整備における特徴 

◇機能面（病院） 

 ・外来診療棟完成に伴い医歯統合による診療体制の充実 

 ・患者，病院スタッフ動線の分離による患者さんへの配慮 

 ・ドクターヘリポート設置，基地病院として地域の救急救命医療の充実・発展 

 ・アメニティーモール整備，路線バス乗り入れによる患者サービスの充実  

 ・物品・医療機材などの中央供給方式 
 

◇機能面（教育） 

 ・教育環境の充実（ベッドサイドティーチングスペースの確保） 

 ・症例検討・研修室の設置 
 

◇施設面 

 ・自家発電設備のコ・ジェネの採用により契約電力を抑制 

 ・屋上緑化などの採用による地球環境への配慮 
 

◇その他 

 ・災害対応の充実 

（免震構造の採用，自家発電設備の充実，井水利用による生活用水の確保，

災害関連物品の集約化） 

 

 

  

屋 上 緑 化 に よ る  
日 射 熱 負 荷 対 策  

ヘ リ ポ ー ト  
ド ク タ ー ヘ リ の 発 着 場 と し て 整 備  

外 来 診 療 機 能  

待 合 ホ ー ル  診 療 受 付  歯 科 診 療 ス ペ ー ス  
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【再開発計画における動線計画】 

◇患者・医療スタッフ動線の最適化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇患者動線のへ配慮 
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【外来診療棟における患者さんへの配慮】 

 

 

 
  

ス タ ッフ 通 路 

患 者 通路 ・ 待合 
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◇病棟・診療棟 

 ・次期整備に向けた検討 

  （第Ⅰ期（西病棟）完成からすでに 13 年経過） 

 ・手術件数増加による手術室不足への対応検討 

 

◇インフラ整備 

 ・設備機器の老朽対策 

 ・周辺道路の渋滞緩和 

 ・患者用及び職員用駐車場の確保 

 

◇機能強化 

 ・医療の発展に伴う拡張スペースへの確保 

 

 

 

 

旭町地区配置図 

ア メ ニ テ ィ  
   モ ー ル  


